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独
立
開
業
に
必
要
な
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ

詠
子
先
生
は
念
願
の
独
立
を
果
た
し
、
無
事
、
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
に
は
う
と
い
詠
子
先
生
で
す
が
、
事
務
所
を
開
設
す
る
に

あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
は
、
自
力
で
物
品
を
そ
ろ
え
、
設
定
ま
で
す
べ
て
を
こ
な
せ
る
と
い
う
方
も

い
る
で
し
ょ
う
が
、
一
般
的
に
は
、
電
話
、
複
合
機
、
パ
ソ
コ
ン
関
連
な
ど
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
・
オ
フ
ィ
ス
機
器
業
者
な
ど
の
専
門
業
者
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
最
低
限
、
電
話
回
線
を
何
本
に
す

る
と
か
、
複
合
機
の
知
識
や
こ
の
よ
う
に
使
い
た
い
な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
ほ

う
が
、
専
門
業
者
と
効
率
的
に
打
合
せ
が
で
き
ま
す
し
、
設
備
投
資
の
過
不
足

を
避
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
満
足
、
納
得
で
き
る
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
事
務
所
に
什
器
備
品

を
入
れ
た
後
に
、
電
話
線
や
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
新
た
に
敷
設

す
る
の
は
大
変
な
の
で
、
事
務

所
で
は
通
常
何
人
で
執
務
す
る

の
か
、
近
い
将
来
増
員
の
予
定

が
あ
る
の
か
、
な
ど
も
考
慮
に

入
れ
て
、
事
務
所
の
イ
ン
フ
ラ

詠子先生の執務室の見取り図（イメージ）

※本書では、配線を以下のように使い分けます。

5



に
、
拡
張
性
を
持
た
せ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
こ
で
は
事
務
所
の
イ
ン

フ
ラ
を
1
．
電
話
関
連　

2
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続　

3
．
複
合
機
、
プ
リ

ン
タ
ー　

4
．
パ
ソ
コ
ン
本
体
、
モ
ニ
タ
ー　

5
．
パ
ソ
コ
ン
用
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア　

以
上
五
項
目
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
物
品
が
必
要
か
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
て
物
品
や
数
量
を
検
討
す
べ
き
か
を
解
説
し
ま

す
。

1
．
電
話
関
連

ま
ず
、
電
話
回
線
種
別
と

回
線
数
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
日
本
で
使
え
る
電
話

回
線
と
し
て
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｎ
回
線
」「
ア
ナ
ロ
グ
回
線
」

「
光
回
線
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
回
線
の
特
徴
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
に
は
「
Ｉ

Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
64
ラ
イ
ト
」、

ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
は
「
加
入

電
話
・
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
と

い
う
、
電
話
加
入
権
（
施
設

設
置
負
担
金
）
が
不
要
な
プ

ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
月
額
費
用
が
通
常
料
金

よ
り
も
若
干
割
高
に
な
り
ま
す
。
電
話
加
入
権
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
こ

の
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
は
、
開
業
時
の
人
数
に
応
じ
て
、
各
種
設
置
プ
ラ
ン
を
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
光
回
線
用
の
回
線
終
端
装
置
と
は
？

　

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
な
ど
光
回
線
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き

に
、
宅
内
に
設
置
す
る
機
器
の
こ
と
。
回
線
業
者
が
設
置
し
て
い
く
の
で
、
通
常
は
ユ
ー

ザ
ー
は
気
に
す
る
必
要
は
な
い
。
宅
内
に
引
き
込
ん
だ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
を
こ
の

機
器
に
接
続
す
る
。
呼
び
名
ど
お
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
終
端
に
は
こ
の
機
器
が

必
要
と
な
る
。

ＩＳＤＮ回線（INS64） ・ 1本で 2回線を利用可能
・データ通信には速度が遅い（64K）
・別途ターミナルアダプターという機器が必要

アナログ回線 ・ＩＳＤＮ回線に比べて基本料金が安い
・通話と同時にＡＤＳＬ回線として高速データ通信も利
用可能（通話とデータ通信の同時利用も可能）
・ターミナルアダプターは不要

光回線（ひかり電話） ・通話料金が全国一律
・通話と同時に高速データ通信も利用可能
・光回線用の回線終端装置（※）が必要
・一般的にＩＰフォンでは「050」から始まる番号が使
われるが、ひかり電話では、「03」「045」などの一般
電話と同様の電話番号が利用可能
・ 1本で 2回線を利用可能（別途オプション契約が必要）
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⑴　

一
人
で
開
業
す
る
場
合
（
弁
護
士
一
人
）

ア　

方
法
①
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
利
用
）

事
務
所
で
何
人
が
執
務
す
る
か
に
よ
っ
て

回
線
数
も
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
原
則
、
一
人

に
つ
き
一
回
線
と
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
回
線
が
必
要
で

し
ょ
う
。
弁
護
士
一
人
だ
け
で
開
業
す
る
と

い
う
方
で
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
一
本
契
約
し
、
一
回
線
分
を
通
話
用

に
、
も
う
一
回
線
分
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
に
す
れ
ば
安
価
に
す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
利
用
す
る
に
は
、「
Ｔ
Ａ
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ

タ
ー
）」（
※
）
と
い
う
機
器
が
必
要
で
す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
ー
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
か
ら
レ
ン
タ
ル
し
、
ど
の
よ
う
に
電
話
を
使
い
た
い
か
を
専
門
業
者
に
伝

え
、
設
定
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
ー
の
設
定
方
法
を

知
っ
て
い
る
、
ま
た
は
自
分
で
設
定
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
レ
ン

タ
ル
せ
ず
に
家
電
量
販
店
な
ど
で
購
入
し
て
く
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
な
お
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、「
Ｉ
Ｎ
Ｓ
メ
イ
トV

30Slim

」
と
い

う
製
品
が
一
般
的
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
別
途
「
ｉ
ナ
ン
バ
ー
」
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し
て
、
通
話
用
番
号
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
連
番
で
取
得
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
電
話
機
は
、
家
庭
用
の
親
子
電
話
（
親
機
と
無
線
子
機
の
二

台
セ
ッ
ト
）
な
ど
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
し
ょ
う
。

※
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
ー
（
Ｔ
Ａ
）
と
は
？

　

パ
ソ
コ
ン
や
モ
デ
ム
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
、
本
来
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
に
接
続
で

き
な
い
通
信
機
器
を
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
に
接
続
す
る
た
め
の
機
器
。

イ　

方
法
②
（
光
回
線
を
利
用
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
回
線
を
利
用
し
た
「
ひ
か
り
電
話
」（
※
）
＋
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ

ネ
ル
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
同
様
、
光
回
線
一
本
で
二
回
線
分
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、「
通
話
用
に
二
回
線
」「
通
話
用
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
に
一
回
線
ず

つ
」
と
い
っ
た
使
い
方
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
光
回
線
な
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
の
デ
ー
タ
通
信
用
と
し
て
も
併
用
で
き
、「
通
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

デ
ー
タ
通
信
」
の
三
役
を
一
本
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
で
始
め

る
事
務
所
向
け
に
は
、
非
常
に
効
率
的
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。「
ひ
か
り
電

話
」
は
基
本
的
に
は
Ｉ
Ｐ
電
話
（
※
）
な
の
で
す
が
、「
0
5
0
」
か
ら
始
ま

る
電
話
番
号
で
は
な
く
、「
0
3
」「
0
4
5
」
な
ど
、
一
般
加
入
電
話
と
同
様

ターミナルアダプター

ＩＳＤＮを利用した配線
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